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１ 目指す児童生徒像 

「 未来を拓く児童生徒の育成 」 

○学んだことを実際の社会や生活で生きて働かせる児童生徒 

○未知の状況にも対応できる児童生徒 

○学んだことを人生や社会に生かそうとする児童生徒 

○郷土を愛し，協働して貢献できる児童生徒 

 

２ 育成を目指す資質・能力（具体の姿） 

設
定
し
た 

資
質
・
能
力 

知識及び技能 
思考力，判断力， 

表現力等 
学びに向かう力，人間性等 

知識・技能 思考・判断・表現 
自己の生き方を 

考える力 
協働的に 
関わる力 

後 

期 

○社会人として必要なことはたくさんある

ことに気付き，その中で自分なりに大切にし

ていこうとすることをもつことができる（多

様性）。 

○課題解決のために，様々な業種や立場の人

たちが連携協力していることを知り，自らも

共に地域貢献していくことの大切さを理解

する（連携性）。 

○自己の将来設計を達成するために，志を抱

き自らその実現のために行動することの大

切さを理解する（責任性）。 

○課題解決の計画に沿

って，情報収集の方法

を適切に選択でき，探

究の過程での学習内容

を批判的に整理・分析

し，自分たちは何がで

きるのかを効果的にま

とめ・表現・発信する

ことができる。 

○他者の生き方に

ふれながら，学び

を自己の成長へと

結び付け，よりよ

く生きようと考え

ている。 

○学びの経験

を社会の形成

者としての自

覚につなげ，

積極的に社会

参画しようと

する。 

中 

期 

○探究課題に関わる種々な環境について多

面的に見たり考えたりすることができる（多

様性）。 

○状況に応じて，課題解決のために互いに

様々な協力がなされていることの大切さを

理解できる。（連携性）。 

○一人一人に責任と役割があることに気付

き，自ら行動することができる（責任性）。 

○出会った探究課題を

もとに解決すべき課題

を設定でき，情報収集

方法や収集した情報の

内容について，多面

的・多角的な整理・分

析ができ，目的意識や

相手意識をもちなが

ら，まとめ・表現する

ことができる。 

○自分にとって，

学ぶことの意味や

価値を考えること

ができ，自己の成

長のための自己課

題に積極的に取り

組んでいる。 

○互いのよさ

を生かしなが

ら，学びの経

験を実社会や

実生活への興

味関心とつな

げ，進んで地

域活動参加し

ようとする。 

前 

期 

Ⅱ 

○探究課題に関わる種々な環境には，さまざ

まな特徴があることに気付くことができる

（多様性）。 

○課題に対して人々の協力しながら解決に

努めていることに気付くことができる（連携

性）。 

○自分の生活は，家族などの人々に支えられ

ていることに気付くとともに，自らの夢をも

つことができる（責任性）。 

○調べたい課題を設

定し，必要な情報を収

集でき，収集した情報

を比較したり，関係付

けたりして整理・分析

し，相手を意識して表

現することができる。 

○自分の成長を自

信につなげ，より

すてきな自分にな

るための自己課題

に気付き取り組ん

でいる。 

○学びの中

で，互いのよ

さや違いに気

付き，課題を

よりよく解決

するために協

力しようとす

る。 

前 

期 

Ⅰ 

○活動や体験の過程において，自分自身，身

近な人々，社会及び自然の特徴やよさ，それ

らの関わり等に気付くとともに，生活上必要

な習慣や技能を身に付けている。 

※知識及び技能の基礎 

○体験・観察等を通

し，疑問等の気づきを

もとに分かったこと

及び自分の思いや考

えを表現することが

できる。 

○自分ができるよ

うになったことに

気付き，なりたい

自分を思い描いて

いる。 

○学びの中

で，友達を助

けたりほめた

りしようとす

る。 



 

３ 研究主題と設定理由 

(1) 研究主題 

学びを活かし課題解決を図る児童生徒の育成 

～授業改善と地域の学びを通して～ 

(2) 設定理由（校区の児童生徒の課題分析等） 
近年，情報化やグローバル化といった社会的変化が人間の予想を超えて加速度的に進展

し，サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステ
ムにより経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会であるSociety 5.0へ移
行すると言われている。このような変化の激しい社会をたくましく生きていくためには，
子供たち一人一人が課題解決に主体的に向き合い，他人と協働しながら，自らの能力を発
揮し課題を解決できる力を身に付け，幸福な人生を歩みよりよい社会の創り手になること
が求められている。 
本中学校区は，自然が豊かで人の営みが穏やかであり，地域の方は協力的である。この

ような中，児童生徒は日々落ち着いて学習に取り組んでいる。しかし，子供たちは，これ
まで幼少期から少人数で固定的な人間関係の中で生活や学習をしてきたため，多くの人が
いる場や初めての場で自分から積極的に思いや考えを伝えることを苦手とする児童生徒
が多い。また，自己肯定感はあまり高くはなく，自分の力を信じて前向きに挑戦する児童
生徒は少ない。 
そこで，これからの社会を創り出していく子供たちが社会や世界に向き合い関わり合い，

自らの人生を切り拓いていくために，９年間を見通した教育目標を「未来を拓く児童生徒
の育成」とし，そのために育成を目指す資質・能力を４つ設定した。また，蒲刈中学校区
の特徴である「ふるさと学習」を推進し，４つの資質・能力の育成を目指している。 
具体的には，次の２つの部会で，研究主題に迫っていく。 
『伸ばす学力部会』では，平成２９年度から小中一貫で取り組んできた「教えて考えさ

せる授業」を通して，「主体的・対話的で深い学び」を育んでいく。「教えて考えさせる
授業」では，必要な事項は教師がしっかりと教え，子供どうしの相互説明や学び合いを通
して理解の確認を図ったうえで，理解を深めるための課題によって問題解決や討論などを
行い，授業の最後には振り返りを行う。このような授業の積み重ねにより，「主体的・対
話的で深い学び」の創造を目指す。そして，予習や振り返り，課題解決に向けての学び合
いを行うことで，自分の思いや考えを自分の言葉で伝える力を高めていくことができると
考える。また，振り返りを充実させることによって，１時間の中で自分がどの程度理解で
きているのか，何が分からなかったのかなどメタ認知能力を高め，自らの課題発見の力を
付けていくことも狙っている。更に，予習の指導による家庭学習の定着も図っていく。こ
のように，「教えて考えさせる授業」において児童生徒の学び合いなどを効果的に仕組む
ことで，「見方・考え方」を働かせながら「主体的・対話的で深い学び」を目指すことが
できると考える。 
『育む心部会』では，総合的な学習の時間のカリキュラムを中心に「ふるさと学習」と

「生き方学習」の二つの大きな柱で主体的な学びを推進していく。「ふるさと学習」に加
え，様々な人との出会いの中から，自己の生き方を考えていく「未来を拓く１００のであ
い」プロジェクトを継続する。上蒲刈島と下蒲刈島の２島に対応した改訂版「総合的な学
習の時間 指導の手引き」，テキスト「とびしま探訪」及び「とびしま検定」等の活用を
通して，住んでいる地域の良さを再発見することによって，児童生徒に自分にできること
を考え行動しようとする態度を養うことができると考える。また，合同行事を工夫し，認
められる・役割を果たす・成功を体験することなどから，自己肯定感を向上させることが
できると考えられる。以上のことから，本主題を設定した。 

 

４ 研究内容 

(1) 「伸ばす学力」部会 
ア 学力向上のための研究授業の実施（「教えて考えさせる授業」の充実） 
イ ＮＩＥによる読解力トレーニング 
ウ 予習やＩＣＴを活用した家庭学習の充実 

(2) 「育む心」部会 
ア とびしま探訪，とびしま検定（ふるさと検定）の活用 
イ 「未来を拓く１００のであい」 
ウ 自己肯定感を向上させる合同行事 

 

 

 



 

５ 推進体制 

 (1) 推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伸ばす学力部会 育む心部会 

代表 佐々木 裕介 代表 末長 直子 

小学校 中学校 小学校 中学校 

校長 稲田 直子 
小早川 崇 
三良 志穂 
小島 和也 
石田 健太 

教頭 坪浦 敏美 
佐々木裕介 
開内 佑樹 
浅谷 由樹 
酒井 巧実 
石丸美千代   

教頭 的場 秀騎 
二川 美佳 
髙原 みさ 
末長 直子 
清水 克哉 

 

校長 柿林 浩彦 
林 晃也 
神垣 裕子 
岡崎 佑哉 
上田真梨子 
松本明日香 

 
(2) 一部教科担任制実施計画 

ア 乗り入れ授業（中→小） 
・理科（６年）  

イ 小学校教員同士の交換授業等 
 

６ 見込まれる成果及び検証方法 

(1) 見込まれる成果 

①「教えて考えさせる授業」をモデルとし児童生徒の学び合いを仕組み，「見方・考え方」

を働かせながら「主体的・対話的で深い学び」を目指す授業を実践することで， 

・自分の思いや考えを自分の言葉で伝える力を高める 

・振り返りの力を育成し自ら学習に取り組む態度を身に付ける 

ことができるだろう。 

②「未来を拓く１００のであいプロジェクト」「改訂版『総合的な学習の手引き』の実践と

改善」「『とびしま探訪』及び検定問題を活用した校区を越えての学び合いの機会」「地

域と協働したとびしまの魅力の発信活動」など行い地域学習を充実させることで，ふるさ

との良さや地域が抱える課題に改めて気付き，地域のために自分にできることを考え行動

しようとする態度を養うことができるだろう。 

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  
  

  

  

  

  

 

      
    

  

  

 

委員長（小学校校長） 

事務局 
（当番校の小中一貫教育 Co） 

 

呉
市
教
育
委
員
会 

指導 

助言 

小中一貫推進委員会 

推進委員 
（教務主任，研究主任，小中一貫教育 Co，

生徒指導主事，保健主事） 

副委員長（中学校校長） 
（中・小学校教頭） とびしまプラン 

推進教員 

各校管理職 

とびしまプラン連絡協議会 

伸ばす学力部会 

 

育む心部会 総合プロジェクト 
（管理職・担当者） 

小中合同研修会 

 



 

(2) 検証方法 

①児童生徒が自分の学習状況をとらえ，今後どのように学ぼうとしているかなどについて，

授業後の振り返りから分析し，「主体的・対話的で深い学び」につながっていると思われ

る児童生徒の割合の増加（４月と１月末で比較） 

②全国学力・学習状況調査，広島県児童生徒学習意識等調査における児童生徒質問紙及び 

中学校区で実施する小中共通意識調査で，次の項目の肯定的回答率９０％以上とする。 

・「自分の考えや意見を積極的に発表している。」 

・「授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かりやすく伝わるように 

発表を工夫している。」 

・「地域の良さを再発見できた。」 

・「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。」 

・ ｢自己肯定感をもつことができた。」 

※各項目については，発達段階に応じて問い方を工夫する。 

③学力調査等の結果を踏まえた指導方法の改善計画に基づく重点課題の目標値の達成（重点

課題数のうち年間目標を達成した課題数） 

④テキスト「とびしま探訪」を活用し，検定問題に挑戦する児童生徒の割合１００％ 
 

７ 推進計画 

月 日 曜 計画内容 
４ ２ 金 推進委員会①（小中一貫教育推進計画，合同遠足計画，合同運動会計画） 
４  ８ 木 合同研修①（小中一貫教育推進計画） 
４ ２６ 月 合同遠足 
５ ７ 金 推進委員会②（合同遠足まとめ，避難訓練，合同日曜参観日） 
５ １１ 火 合同研修②（合同運動会及び予行に向けて） 
５ １４ 金 合同運動会予行 
５ １６ 日 合同運動会 
５ ２８ 金 合同避難訓練（土砂） 
６ ３ 木 推進委員会③（合同運動会まとめ，合同日曜参観日・授業研究） 
６ １３ 日 合同日曜参観日 
６ ２５ 金 合同研修③（小学校研究授業） 
７ ２ 金 推進委員会④（日曜参観日まとめ，各部会の活動状況） 
７ ２１ 水 合同研修③（各部会の学期まとめ） 
９ ３ 金 推進委員会⑤（発表会，合同避難訓練） 
９ ２１ 火 合同避難訓練(地震・津波) 
９ ２２ 水 合同研修④（中学校研究授業） 

１０ １ 金 推進委員会⑥（発表会） 
１０ ８ 金 合同研修⑤（発表会事前準備・係打ち合わせ） 
１０ １５ 金 合同研修⑥（発表会最終係打ち合わせ） 
１０ ２３ 土 「地域の参観日」蒲刈中学校区発表会 
１０ ２９ 金 小中一貫教育だより①（担当：小学校） 
１１ ４ 木 推進委員会⑦（発表会まとめ） 
１２ ３ 金 推進委員会⑧（各部会の学期まとめ，合同避難訓練） 
１２ ２４ 金 合同研修⑦（各部会の学期まとめ，合同避難訓練） 
１ ７ 金 推進委員会⑨（来年度の小中一貫教育推進計画） 
１ １２ 水 合同避難訓練（火災） 
２ ４ 金 推進委員会⑩（各部会の年間まとめ，来年度の小中一貫教育推進計画） 
２ １８ 金 合同研修⑧（各部会の年間まとめ） 
２ ２９ 火 小中一貫教育だより②（担当：中学校） 
３   推進委員会⑪（来年度に向けて） 

 


